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B m 江戸時代の紅花染について
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被　服　159

　目的　最近草木染と称する冷ft: いピンクの色の紅花染が、いかにも紅花染を代表する色

であるかのように、店先きを飾っています。

　ところがヽ紅花染全盛だった江戸時代の服飾品には、黄味ずんだ赤（紅絹）とかヽから

くれない（赤）が多く、きれいなピンクの紅花染は非常に数が少ないのです。

　「なぜなのか‥」私は昭和26年来紅花－すじに研究してきましたが、ようやく紅花染の

かなめに、フットライトをあてることができました。

　方法　この問題を解決するためには、次の。2点がいとぐちだと判断しました。

　第~点は原料は紅花餅（はなもち）で、乱花（散花)ではない。第二点は、紅花餅の主

役は紅作りで、その工程の中で流出する紅色素を回収して染色に使ったのではないか。

　それには、紅花餅の製法、紅作りの工程を、江戸時代さながらの方法で復元してみるこ

とです。

　結果　紅花餅は固く圧搾し、保存や運搬に便利なようにしたもので、紅色素の含有量は

乱花の10 倍と大変多いのですが、精製紅を作りますと、0 ■　i %と敬量です。。とてもこん

な高価な紅を染色に用いるわけには行きません。これがピンク色の少ない理由です。

　次に紅作りの工程では、紅花餅を水に浸して4柔みほごすことから始まります。水溶性の

黄色素と共に、粉状となって紅もまた飛び出します。高価な紅花餅ですから、これを回収

して染色に用いました。

　紅絹（もみ）は4彙みに関係があるのではないかと思っています。

B 110 鹿鳴舘時我の衣裳について（第2報）

大妻女一子大家政　石井とあ子　O浦旧靖子　神保博失

　目的　昨年の発表に引統いて、鹿鳴館時代を代表し几服飾といえるノぐツスIt-衣裳を再度

とリ和rrこ。争年度は特I' , 現在でヽμ他に例をみない小袖m ^刹用し降特堤いいス)U ･

ﾄﾞ｀レス（鍋島報妓套管鳶）I-ついて、その構成、縫製並びI e付/Si品等について調査レ解明

しr- ので･報告了る。

　方法　文物資料邑調査し- 復元I-1 ろ考証

　結果　ﾉ1ヽ袖地（白綸チ軍配花獲廉）の小幅を肩効に生力ヽして, )しス･いスタ心1-に１

とめている薦1: 意義がある。

　小袖氾の意､匠性だけでヽl5停眼的感覚が弱いr-め、面欧的な蔓飾法でヽ付加価値ｌ与えて,

ドレスの零ffl気乞表出してぃる。

　縫製.3黄肌によ。てミシンヒ手縫いに縫い分けてある。

（昨年発表レrc "鹿鳴館時代の衣裳について”乞第１報とする）


